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   ヘンリ八世 (Henry VIII, 在位　1509-47) 治世の宗教改革によって、ローマ・カトリック教会か
ら独立した、国王を首長とするイングランド国教会が成立した。ヘンリの治世にはまだ教義や
儀式のプロテスタント化の改革は行われていなかったが、次のエドワード六世 (Edward VI, 在位 
1547-1553) の治世には、典礼・教義面においてさまざまな改革がなされた。その一つが祈禱書 (the 





ズベリ大聖堂で用いられていたセーラム式文 (the Sarum Use) が普及していた。しかし、種々の
礼拝書に分かれており、ラテン語で書かれていたため多くの信徒には理解できず、聖職者さえも
使いこなすことが困難であった。そのため、エドワード六世治世の宗教改革において、カンタベ





革され、1552 年版をもとに 1559 年、1604 年および 1662 年に改訂が行われる。17 世紀半ばのピュー
リタン革命中は祈禱書が廃止されたこともあったが、1662 年のものが修正されて、今日でもイ
ングランド国教会の正式な祈禱書として用いられている 1。
1　本稿では、祈禱書のテキストは1549 年と1552 年はJoseph Ketley ed.,  The Two Liturgies, A.D. 1549 and A.D. 
1552: With Other Documents Set forth by Authority in the Reign of King Edward VI… (Cambridge: Cambridge 
UP, 1844) を、1559 年 は John Booty ed., The Book of Common Prayer 1559: The Elizabethan Prayer Book, 
(Charlottesville: U of Virginia Press, 1976) を使用した。
　イングランドの祈禱書について、中世から20 世紀初期までの通史としてG. J. Cuming, A History of Anglican 
Liturgy, 2nd ed. (London: Macmillan, 1982); Francis Procter and Walter Howard Frere, A New History of the 
Book of Common Prayer: With the Rationale of Its Offices (London: Macmillan, 1910) が あ る。F. E. Brightman, 























   西ヨーロッパでは二つの異なったタイプの典礼があった。一つはローマおよび教皇の習慣か
ら広がったローマ典礼 (Roman) であり、もう一つは非ローマ典礼 (non Roman) で、フランスの








(London: Rivingtons, 1921) は中世から1662 年までのイングランドの典礼や祈禱書について解説している。ま
た、英語および外国語訳で出版された祈禱書の目録にはDavid N. Griffiths ed., The Bibliography of the Book of 
Common Prayer, 1549-1999 (London: British Library, 2002) がある。
2　八代崇『イギリス宗教改革史研究』創文社、1979 年、212 頁。













   これらの書物は儀式のテキストであり、最初は指示文や典礼法規はほとんど載っていなかった。
そのため、コンスエトゥディナリウム (consuetudinarium) （典礼の慣例規則書。教会の慣習を成
文化したもの）と、オルディナーレ (ordinale)（諸式の組み合わせ方、復活日の定め方、諸祝日
の重なりの取り扱い方などを記したもの。ピーエ (pie)、ピカ (pica) ともいう）のような書物によっ
て補強されていたのである。しかし、両方とも中世後期に、聖務日課書とミサ典書へ組み込まれ
ていった 4。





　1078 年、ノルマン貴族の聖オズモンド (St. Osmund, d. 1099) がソールズベリ司教に就任して、
ローマの儀式に従って、ソールズベリのミサーレ、ブレヴィアリウム、その他の儀式のマヌアー
レの枠組みを作成した。13 世紀、ソールズベリの首席司祭、そして司教を務めたリチャード・






4　W. K. Lowther Clarke ed., Liturgy and Worship: A Companion to the Prayer Books of the Anglican Communion 
(London: SPCK, 1932), p. 130; Cuming, p. 13.
5　Procter and Frere, pp. 14, 15.
6　Procter and Frere, pp. 15, 21, 22; Clarke ed., p. 136.
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（２）カンタベリ大主教トマス・クランマと礼拝の改革
   16 世紀初期のヨーロッパ大陸では、マルティン・ルター (Martin Luther, 1483-1546) をはじめ
とする宗教改革者たちが、聖書の自国語への翻訳を行うとともに、自国語による礼拝を確立し
ようとした 7。また、カトリック教会の側でも、スペインの枢機卿フランチェスコ・キニョネス
(Francisco de Quiñones, 1482-1540) や改革を目指すケルン大司教ヘルマン・フォン・ヴィート 
















年３月 20 日に聖別された 10。
   ヘンリの長男エドワード六世が 1547 年１月 28 日に即位し、彼の治世には次々とプロテスタン
ト的改革が実行されていった。まず、クランマは 1548 年３月、ミサの典文（カノン）を除いた




7　『宗教改革著作集』第11 巻（イングランド宗教改革　I）、教文館、1984 年、344-346 頁。
8　Procter and Frere, p. 28.
9　八代、107-110、155、156 頁; Procter and Frere, p. 29. 
10　Jeanes Gordon, “Cranmer and Common Prayer,”Charles Hefling and Cynthia Shattuck eds., The Oxford 
Guide to The Book of Common Prayer: A Worldwide Survey(Oxford: Oxford UP, 2006), p. 21; 八代、103-110 頁。





２. エドワード六世治世の祈禱書　－ 1549 年、1552 年－　
（１）第一祈禱書の作成と目的























12　八代、155頁；Eamon Duffy, The Stripping of the Altars: Traditional Religion in England 1400-1580, 2nd ed. 
(New Haven: Yale UP, 2005), pp. 91-97. 人々は跪いてサクラメントを受けていた。
13　八代、243 頁。
14　八代、158 頁。









   ただし、ウェールズおよび境界近くのヘレフォードではウェールズ語が使用されており、英語
を理解できない人々が多かった。そのため、司祭はウェールズ語が話せる必要があった。英語の
聖書と祈禱書が用いられていたが、ようやく 1567 年にウェールズ語の祈禱書が、1588 年にウェー
ルズ語の聖書が完成した 17。また、オクスフォード大学やケンブリッジ大学から政府への請願を
受けて、1560 年に公式のラテン語訳の祈禱書が完成した 18。
  さて、この 1549 年の第一祈禱書は重要な改革の一つであったが、まだ保守的でカトリック的な
祈禱書でもあった。たとえば、聖餐式のタイトルは、「通常、ミサとよばれる主の晩餐と聖餐式」
(The Supper of the Lord, and the Holy Communion, Commonly Called the Mass)と書かれており、
カトリックで使用するミサという言葉が用いられているのである。次の 1552 年以降の祈禱書で
は「主の晩餐または聖餐式の執行のための式文」(The Order for the Administration of the Lord’s 
Supper, or Holy Communion) へと変化し、ミサという言葉は削除された。また、1549 年版には
四つのカトリック的慣習 (Usages) が入っている。それは、１）ぶどう酒に水を混ぜる聖杯混合
(Mixed Chalice)19、２）パンとぶどう酒の神への奉献 (Offertory)、３）パンとぶどう酒への聖霊
降下の祈り (Oblation of Epiclesis)、４）死者のための祈り (Prayer for the Dead) である。しかし、
これらの動作や祈禱はカトリック的、迷信的であるため、1552 年版ではすべて削除される。そ
れ以降の祈禱書は 1552 年版をもとに作成されたため、これらの慣習は回復されなかった。
　1549 年の第一祈禱書には聖職按手式文 (the Ordinal) が載っていない。しかし、この祈禱書が
16　『宗教改革著作集』第11 巻、344-346 頁。
17　Ginanetta M. Hayes, “Ordination Ritual and Practice in the Welsh-English Frontier, circa 1540-1640,” 
Journal of British Studies, vol. 44-4 (2005): 713-715, 724.
18　William P. Haugaard, Elizabeth and the English Reformation: The Struggle for a Stable Settlement of Religion 
(Cambridge: Cambridge UP, 1968), pp. 112-117; Norman Jones, “Elizabeth, Edification, and the Latin 
Prayer Book of 1560,”Church History, vol. 53-2 (1984): 174-186. 改革派のスコットランド人神学者アレクサン
ダー・アレス(Alexander Aless, 1500-1565) が、1549 年の祈禱書を外国人の宗教改革者に知らせるために、1551
年に英語からラテン語に翻訳していた。ただし、これは不正確な訳であった。1560 年、エリザベスの勅許状を得











   1552 年、第二祈禱書が完成し、同年４月 10 日に成立した礼拝統一法 (5 & 6 Edwardi VI. c. 1) 
によって、諸聖徒日（11 月１日）より使用することが定められた 22。この祈禱書は、ドイツの宗















   ただし、彼は古い儀式も残したのであった。その訳について彼は以下のように述べている。「・・・
他方、一部の古い儀式が残されたことに感情を害された人々について言及すれば、もし彼らがあ
る儀式がなくては秩序や平穏な規律を維持することは不可能であると考えるならば、自分たちの
20　Clarke ed., p. 130.

















ドの宗教改革者ジョン・ノックス (John Knox, 1505-46) が、陪餐時に跪くことはローマ的迷信で
あるとして強く反対した。そのため、急遽、聖餐式文の最後に、跪くことは決してパンとぶど
う酒を崇拝するような偶像崇拝的動作ではないこと表明した「ブラック・ルーブリック」(Black 













まず、1549 年の祈禱書における礼拝装具規定 (the Ornaments Rubric) を見ていきたい 32。その規
定では「聖餐式の執行。神聖な職務を行う司祭は・・・白い無地のアルブ (alb) と、ヴェストメ
27　八代、164、165 頁。ブラック・ルーブリックは印刷が始まってから加えられたので、入っていない版もある。
28　Nigel Yates, Preaching, Word and Sacrament: Scottish Church Interiors 1560-1860, (London: T & T Clark, 
2009), p. 13.
29　George B. Burnet, The Holy Communion in the Reformed Church of Scotland (Edinburgh: Oliver and Boyd, 
1960), pp. 88, 91.
30　Burnet, pp. 73, 74.
31　Burnet, p. 75.
32　Ketley ed., Two Liturgies, 1549 and 1552, p. 76.  
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たフードを用いること。しかし、すべてのほかの場所 [ 教会以外の場所 ] において、すべての牧
師はどのようなサープリスを用いることも自由であり、またはなくてもよい。大学の卒業生は、
説教を行う時、彼らの学位に適するそのようなフードを使用すること。
   主教が教会で聖餐式または他の公的な職務を執行する時は必ず、彼はロチェット (rochet) と並
んで、サープリスまたはアルブを、そしてコープまたはヴェストメント [ チャジブル ] を着用す
ること。そして、また彼の牧杖を彼の手に持つか、彼のチャプレンに持たせること。」















トールをかけ、マニプルを腕につけ、ガードルをする。 Percy Dearmer, The Ornaments of the Ministers, new 
ed. (London: A. R. Mowbray& Co., 1920), p. 5; Janet Mayo, A History of Ecclesiastical Dress (London: A. T. 
Batsford, 1984), p. 146. [　] は筆者の補いである。




















３. エリザベス治世の宗教改革と 1559 年の祈禱書　
（１）聖餐式
   エドワード六世が 1553 年７月６日に死亡すると、ヘンリ八世の長女でカトリック教徒のメア
リが即位した。イングランドはふたたびローマ・カトリック教会に復帰した。プロテスタントの
クランマは転向したにもかかわらず、メアリの赦しがなく、1556 年３月 21 日に処刑された 38。し
かし、メアリは跡継ぎなしで死亡し、1558 年 11 月 17 日、穏健なプロテスタントであるエリザ
ベス (Elizabeth, 在位 1558-1603) が即位した。1559 年、議会は 1552 年の祈禱書に準じた祈禱書
を承認し、６月 24 日、礼拝統一法 (1 Elizabethae. c. 2) が成立した 39。彼女の治世においてイング
ランド国教会が再確立されていくが、ここでは、1559 年の祈禱書や女王の訓令 (Injunctions) な
どを検討し、主に聖餐式と聖職服の規定の変化を明らかにしたい。
　まず、1559 年の祈禱書の聖餐式においてはサクラメントを受ける時の跪く姿勢は維持され、
36　Mayo, pp. 129, 174, 175.













ホスチアよりも大きく厚い無地のウェファー (wafer) を用いるよう命じられた。しかし、1552 年
の祈禱書では、ウェファーに代えて種入りパン (purest wheat bread) を用いてもよいとされた 41。
イングランドの祈禱書では、bread という表現はウェファーを、purest wheat bread という表現
は種入りパンを示している。









を重視する高教会派 (High Church) は、ぶどう酒に水を混ぜる伝統的な聖杯混合を復活させるこ
とにはこだわっていたが、パンについては論争しなかった。彼らの間ではウェファーのほかに、
プロテスタント系非国教徒 (Dissenter) が用いる種入りパンを使う者もいたという 46。現代の多く
40　ただし、跪拝は偶像崇拝ではないという宣言は1662 年の祈禱書で復活し、その後の祈禱書でも記載されている。
41　Reginald Maxwell Woolley, The Bread of the Eucharist (London: A. R. Mowbray, 1913),p. 33.
42　Edward Cardwell ed.,  Documentary Annals of the Reformed Church of England: Being a Collection of 
Injunctions, Declarations, Orders, Articles of Inquiry, & c., from the Year 1546 to the Year 1716…, 2 vols. 
(Oxford: Oxford UP, 1844), vol. 1, p. 234.
43　Woolley, pp. 36, 38.
44　J. V. Bullard ed., Constitutions and Canons Ecclesiastical 1604: Latin and English (London: The Faith Press, 
1934), p. 18; Woolley, p. 40.






  聖職服に関する規定も 16、17 世紀にたびたび変更されたので、その変化をみていきたい。1559
年の祈禱書における礼拝装具規定は、保守的な 1549 年の規定と同内容であった。「聖餐式の時、
彼の職務のほかのすべての時、この書物の初めに書かれた議会法 [1559 年の礼拝統一法 ] にした









   次に、1559 年のエリザベスの訓令の第 30 条で聖職服に関する条項がある。「すべての大主教と
主教、そしてすべてのほかの [ 聖職者 ] は・・・国王エドワード六世治世の終わりの年に一般的に、
秩序正しく受け入れられてきたように、そのようなふさわしい聖職服、衣服、四角の帽子を用い
て着用する」とされている 48。エドワード六世治世の終わり (in the latter year of the reign of king 
Edward the Sixth) ということは、1552 年の祈禱書の規定を指す。つまり、「聖餐式やそれ以外の
儀式において、聖職者はアルブとチャジブルまたはコープを用いなくてもよい。しかし、大主教
や主教はロチェットを、司祭や執事はサープリスのみを着用する」ということである。
　1561 年、 カ ン タ ベ リ 大 主 教 マ シ ュ ー・ パ ー カ (Matthew Parker, 1504-75) が「 解 説 書 」
(Interpretations and Further Considerations) を公布した。そこでは、聖職者は聖餐式ではコープ
を、それ以外の儀式ではサープリスを用いるよう指示している 49。　　





48　Cardwell ed., Documentary Annals, vol. 1, pp. 225, 226.
49　W. M. Kennedy ed., The Interpretations of the Bishops: Their Influence on Elizabethan Episcopal Policy 
(London: Longmans, 1908), p. 31; 八代、199頁。
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サープリスを着用する」というものであった。また、エリザベス治世以降であるが、1604 年の
教会法第 24 条でも、聖職服は通告文に従うようになっている 50。














  ピューリタンは 1559 年の祈禱書における典礼法規に従わず、決してそのように行動する意図は
なかった。主教たちもその礼拝装具規定を真剣に強制しようとしなかった 54。エリザベス治世の
礼拝統一法にかかわらず、当時、かなり多様な礼拝が行われた。女王は統一を要求し続けたが、
不統一が蔓延していたという。1565 年、急進的なロンドン主教エドマンド・グリンダル (Edmund 







50　Cardwell ed., Documentary Annals, vol. 1, pp. 321-326; Bullard ed., Canons, pp. 20-22; Clarke ed., pp. 
854, 855.
51　拙著『イングランド国教会―― 包括と寛容の時代――』彩流社、2008 年、91、 96、 123 頁。
52　Henry Gee, The Elizabethan Prayer-Book & Ornaments: With an Appendix of Documents  (London: 
Macmillan, 1902), pp. 168-170.
53　Mayo, pp. 70, 71.
54　Clarke ed., pp. 854, 855.
















  カトリック教徒の女王メアリの治世にクランマは処刑されたが、1558 年に穏健プロテスタントのエリザ







   本稿では、宗教改革期の1549年、1552年、1559年の祈禱書を中心に聖餐式や聖職服の規定の変化を検討し、
改革によってカトリック的・迷信的な事柄は次々と削除されていったが、カトリック的伝統が残されて
いたことを明らかにした。今後は、17 世紀以降のイングランドおよびスコットランドの祈禱書を検討し
ていきたい。1603 年、スコットランド国王ジェームズ六世 (James VI, 在位 1567-1625) がイングランド王位
に即位した。スコットランド教会は宗教改革以降、長老派が多数派であったが、イングランド国教会と
同様に主教制をとる主教制派も存在していた。スコットランド主教制派はイングランドの祈禱書を使用
していたが、1637 年にスコットランドの祈禱書が完成した。ピューリタン革命中に両国の祈禱書は廃止
されるが、王政復古によって復活する。名誉革命後にスコットランド主教制教会は衰退したが、1707 年
の合同以降、イングランドの影響や支援を受けていくことになる。17、18 世紀における両国の祈禱書の
比較および、イングランド国教会がスコットランド主教制教会に与えた影響を明らかにしたい。
